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１． まえがき 

近年、個人体験の記録の自動化が注目されている [1-4]。
また、ウェアラブルコンピュータは、常に使用者の傍ら
にあるため、使用者と同じ状況下におかれる。この特徴
は、個人の体験記録取得に於いて非常に有利である。こ
の点に着目し、我々は手法としてウェアラブルコンピュ
ータを用い、個人の体験記録を取得するというライフロ
グシステムの開発に取り組んでいる[3], [4]。 
一般の映像と比較すると、体験映像には非常に膨大な
映像であり、かつ大部分は必要とされない画像であると
いう特徴がある。そのため、体験映像の閲覧及び編集の
際には、求める映像を膨大な体験映像の中から効率よく
検索することが必要とされる。映像へのインデキシング
行うことで検索速度の高速化を行うことができる。これ
まで我々は、ウェアラブルセンサーを用いて、映像と同
時にコンテキストを表す特徴量を取得しインデキシング
を行ってきた。より柔軟で効率のよい検索には、コンテ
キストに加えてコンテンツの利用が考えられる。本論文
では、コンテキストとして時空間に着目したキーフレー
ム抽出を紹介する。 

2 ．ライフログシステム 

図 1の様に我々は、撮影者個人の情報や撮影時の環境情
報といった特徴量を、GPS センサや加速度センサ等のウ
ェアラブルセンサーから取得している。また図 2に示すよ
うに撮影した映像やセンサ情報は、ハードディスクに記
録され、同期がとられている。また、インターフェイス
では、地図上での指定等、直感的な操作をコンテキスト
に基づいて行うことが可能となっている。 

3．コンテキストとコンテンツの利用 

3.1｠ コンテンツからコンテキストの抽出 
複数のコンテキストを組み合わせた推定を行うことで、
抽象度の高い検索を実行が期待される。そのために、更
なるコンテキストを現す特徴量として画像特徴量の利用
が考えられる。画像のようなコンテンツを解析すること
で輝度などのコンテキストを新たに得ることが可能とな
る。しかしながら、このような画像処理には処理が重い
という問題がある。一方ライフログ映像には、そのほと
んどが必要とされない映像であるという特徴がある。そ
こで画像処理の前処理として、コンテキストに基づいて
映像からキーフレームを抽出する。これによって必要と

される映像だけを対象にすることが出来、効率的なコン
テンツの解析が期待される。 

3.2｠ コンテキストに基づいたコンテンツの表示 
｠ 抽象度の高いクエリによる検索では、抽出結果も幅広
いものとなる。そのため抽出結果を評価して、適切なク
エリを導き出すことも必要である。抽出結果の表示法と
して、地図や年表のようなメタファを用いたコンテキス
トの表示は一目で概要が分かる点で有効であるが、前提
としてメタファが一般的である必要がある。そのような
メタファを持たないコンテキストに対しては、一見して概

要を認識できるフレームの一覧表示が有効と考えられる。 

コンテキストに基づいて様々なフレーム抽出を行うこ
とで、コンテキストを反映したコンテンツの表示ができ、
効率的な抽出結果の評価が期待される。 

4 ．時空間サンプリング 

コンテキストの違いによるキーフレームの変化を調べ
るために実験を行った。キーフレームの抽出実験として、
日々蓄積した下校時の体験映像を対象にした。移動は自
転車を利用している。コンテキストとしては、人間の回
想に於いて時空間情報が重要な検索キーとなっているこ
とに着目し、時刻と GPS による位置情報から抽出を行っ
た。 
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Figure 1. Wearable devices for Life Log. 

Figure 2. Block diagram of various types of data. 
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4.1 均一な時間でのサンプリング 
図 3 は 30 秒ごとに切り出した結果である。この映像が
登校に関連する映像であるなど、一定時間でのサンプリ
ングでも映像の概要を知ることが出来る。しかしながら、
距離など登校路に関する情報はわからない。 

4.2 均一な距離でのサンプリング 
図 4 は 50m ごとに切り出した結果である。図 3 と比較

して、均一時間での抽出と異なり、均一距離での抽出に
は撮影時の速度の変化に影響されない特徴があることが
分かる。 

4.3 速度での制御 
速度によってサンプリングを制御した場合も、異なる
抽出結果が得られた。速度が時速 4Km 以下であるときの
抽出結果からは、交差点での停止時や自転車を降りたと
きなどの映像が抽出された。また、速度の変化をトリガ
とした場合には、発進・停止の外に走行中のスピードの
変化時の映像も抽出されている。 

4.4 方向での制御 
進行方向が変化をトリガとして抽出を行うと、交差点
などでカーブ時や自転車を停車したときの映像が抽出さ
れた。 

4.5 複数のコンテキストによる制御 
これらのコンテキストを組み合わせることで検索状況
に適したサンプリングが期待される。例えばナビゲーシ
ョンを念頭に置いた場合、発進・停止・カーブが重要で
ある。そこで、速度変化と進行方向の変化を組み合わせ
て抽出を行った（図 5）。発進・停止・カーブ時のフレー
ムが多く抽出されている。 

5．まとめ 

ライフログシステムにおいては、短時間での検索のた
めに、自動的にインデックスをつけることが必要である。
自動的なタグ付けは、低レベルの特徴量での検索が必要
になるが一般にクエリが分かりにくい問題がある。しか
し、コンテキストを反映した特徴量を用いれば直感的に
分かり易く、かつ短時間での検索が可能となる。 
そこで、これまでウェアラブルコンピュータを用いて
コンテキストに基づく特徴量を取得し、それを用いて短
時間且つ、分かりやすい検索を実現してきた。 
今後の発展としてコンテキストの情報を組み合わせて
ライフログを分類し、より抽象的なクエリに対応できる
ようにすることが考えられる。その場合、コンテンツを
あわせて利用することは重要であると考えられる。 
そのほかに、日常行動か特異な行動であるかの判断や、
屋内での位置検出を利用していく[5]ことも必要である。 
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Figure 3. Extracted frames every 30 seconds. 
 

 
Figure 4. Frames extracted every 50 meters. 

 

Figure 5. Example of extracted frames 

when the speed or direction is changed. 
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